
地域医療構想の概要 

必要病床数推計の考え方 

・高度急性期～回復期： 

医療資源投入量（診療行為を診療報酬で換算）により機能毎の患者数と入院受療率を分析。これを将来人口推計に適用し地域毎の医療需要と必要病床数を推計

・慢性期：入院受療率を、全国最小値を目指して調整し、地域毎の医療需要と

 

医療資源投入を用いた推計方法 

 

（診療行為を診療報酬で換算）により機能毎の患者数と入院受療率を分析。これを将来人口推計に適用し地域毎の医療需要と必要病床数を推計

、地域毎の医療需要と必要病床数を推計。 

機能毎の病床稼働率で

高度急性期:75%、急性期：

 

（診療行為を診療報酬で換算）により機能毎の患者数と入院受療率を分析。これを将来人口推計に適用し地域毎の医療需要と必要病床数を推計。 

 

機能毎の病床稼働率で割り戻し必要病床数とする。 

、急性期：78%、回復期:90%、慢性期 92% 

地域医療構想の標準的な策定プロセス（地域医療構想ガイドライン）地域医療構想の標準的な策定プロセス（地域医療構想ガイドライン） 
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